
節分行事にヒイラギの小枝やネギを縄にさす子どもたち
（２月２日、第３保育所）

特集　帆引き船 フォトコンテスト
優秀作品 8点を掲載 22007

№ 23
人口と世帯（平成 19年 2月 1日現在） 
 　　　　　 45,083 人（男 22,834 人、女 22,249 人）15,279 世帯
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その他の上位入賞者
優秀賞＝「夜明け」円城寺哲
夫（宍倉）、「日暮れ」林好勝

（鉾田市）、「天候急変」佐々木

一彦（鹿嶋市）、「霧の朝出漁」

橋本正（戸崎）、「大漁」塚本

直樹（南中学校）、休暇村協
会賞＝「帰港」神野清治（土
浦市）、「水揚げ」飯田宗二朗

（坂）、読売新聞社賞＝「白の
舞台」中嶋房徳（神奈川県）、

「夕景」飯嶋清（川尻）、旅行
読売出版社賞＝「秋光の湖上」
浅野敏明（神奈川県）、「霞ヶ

浦大橋」石橋重忠（土浦市）、

土浦京成ホテル賞＝「帆引き
勇壮」森平栄（坂東市）、「夕

映」小林正和（小美玉市）、霞ヶ
浦北浦水産加工業協同組合長
賞＝「夕暮れの帆引き船」横
山孝夫（高萩市）、かすみがう
ら市商工会長賞＝「湖上の風」
笹生俊徳（山形県）【敬称略】

霞ヶ浦帆引き船フォトコンテスト 2006
帆引き船は、「未来に残したい漁業漁村の歴史文化財産百選」として
2006 年 2月、農林水産大臣から認定されました

「順風満帆」
　青戸好江さん（東京都）

「夕暮れ」神野匡人さん（美並小学校） 「朝漁」丸森勝造さん（土浦市）

「夕照の帆船」諸岡次郎さん（土浦市）「筑波山遠望」石井正夫さん（石岡市）

「桧舞台」齊藤一郎さん（坂）「湖上遠望」木川要さん（安食）

「夕陽に梁る」夕田盛利さん（鹿嶋市）

市観光協会長賞

優秀賞・市議会議長賞

市漁業協同組合長賞

 

審
査
員
特
別
賞
�

霞
�
浦
河
川
事
務
所
長
賞

最優秀賞・市長賞
（小中学生の部）

最優秀賞・市長賞
（霞ヶ浦の風景の部）

最優秀賞・茨城県知事賞（帆引き船の部）

審査員による選考の様子

　
「
帆
引
き
船
の
勇
壮
な
姿
と
霞
ヶ
浦
の

風
景
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
六
回
目
と
な

る
霞
ヶ
浦
帆
引
き
船
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

十
二
月
十
六
日
に
、
写
真
家
の
立
木

寛
彦
さ
ん
と
旅
行
読
売
出
版
社
編
集
部

長
の
沓
掛
博
光
さ
ん
を
審
査
員
に
迎
え

て
、
応
募
総
数
四
百
二
十
二
点
の
中
か

ら
上
位
五
十
点
の
入
選
作
品
を
選
定
し

ま
し
た
。

　

立
木
さ
ん
か
ら
は
、「
帆
引
き
船
の

写
真
は
原
風
景
を
再
現
す
る
よ
う
な
す

ば
ら
し
い
作
品
が
そ
ろ
っ
て
き
て
い
る
」

と
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

　

受
賞
者
の
作
品
は
、
二
月
十
日
、
十
一

日
に
土
浦
ウ
ラ
ラ
ビ
ル
内
に
展
示
さ
れ
、

同
時
に
表
彰
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

上
位
五
十
点
を
選
定

霞ヶ浦帆引き船まつり実行委員会主催

第 1回 
帆引き船イラストコンテスト　を同時開催

「蒼
そうか い

海の下
もと

で」井原康太さん（牛渡）

　

実
行
委
員
会
は
、
十
八

年
度
か
ら
帆
引
き
船
の
イ

ラ
ス
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
同

時
に
開
催
し
、
広
く
帆
引

き
船
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

ま
す
。

　

第
一
回
目
と
な
る
今
回

は
、
グ
ラ
ン
プ
リ
の
井
原

康
太
さ
ん
を
は
じ
め
上
位

三
点
が
入
賞
し
ま
し
た
。

イラストで魅せる藍や紅色の風景

スキャンできないため

仮うめ
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ま ち の お 知 ら せ

市
民
の
代
表
２０
人
決
ま
る 

＝
市
議
会
議
員
選
挙
＝

　

任
期
満
了
に
伴
う
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
、
一
月
二
十
一
日
に
行
な
わ
れ
、
二
十
人

の
市
議
会
議
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

投
票
は
、
当
日
の
午
前
七
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で
市
内
三
十
三
カ
所
の
投
票
所
で
行
な

わ
れ
、
六
七
・
七
％
の
投
票
率
と
な
り
ま
し
た
。

平成19年度　造林用の苗木のあっせんをします
～私たちの大事な緑を大切に～
◆注文受付期間　3月 23日（金）まで
◆苗木の受渡　4月上旬～中旬
　霞ヶ浦地区　JA土浦霞ヶ浦中央集荷場
　千代田地区　緑化木センター
◆代金の支払い方法　苗木と引き換え
◆造林用苗木価格（予定）

　※ 1セット 25本の単位でお願いします。

◎造林事業の補助制度があります
　本数や面積、植え方などの一定要件を満たせ
ば、造林事業の補助対象になります。補助制度
を利用したい方は、ご連絡ください。
◆申込書提出期限　4月 27日（金）
◆補助対象樹種　スギ、ヒノキ、クヌギ、マツ
◆植付方法
　造林面積 5 ａ以上／植栽本数 150 本以上
◆ その他　補助対象造林申請地が山林以外の地
目のときは、山林への地目変更が必要となり、
農業委員会の農地転用許可が必要となります。
◆申込・問合せ先　農林水産課　☎内線 2505

樹 種 苗齢 号別 長さ 根本径 価 格

ス ギ 3年 1号 60㎝ 12㎝ 103円

ヒ ノ キ 3年 1号 60㎝  9㎝ 103円

クロマツ 2年 2号 25㎝  7㎝  42円

ク ヌ ギ 1年 80㎝  5㎝  78円

投票所名 有権者 投票者数 投票率
中志筑農村集落センター 909 685 75.36
下志筑公民館 600 514 85.67
高倉公民館 396 318 80.30
養護老人ホーム滴翠苑 388 308 79.38
市立新治児童館 1,065 775 72.77
千代田保健センター 776 632 81.44
新治生活改善センター 462 355 76.84
市立上佐谷小学校 722 588 81.44
中佐谷生活改善センター 651 530 81.41
上稲吉農村集落センター 795 601 75.60
清水公民館 1,329 661 49.74
下稲吉公民館 1,497 973 65.00
市立下稲吉小学校 2,260 1,373 60.75
市立下稲吉中学校 5,063 3,050 60.24
勤労青少年ホーム 4,248 2,254 53.06
下大津地区公民館 860 645 75.00
戸崎農村集落センター 512 376 73.44
田宿集落センター 473 346 73.15
霞ヶ浦保健センター 1,404 1,062 75.64
深谷公民館 1,216 885 72.78
男神公民館 475 321 67.58
兵庫峰農村集落センター 1,119 767 68.54
牛渡地区公民館 749 542 72.36
西方公民館 552 399 72.28
志戸崎農村集落センター 661 477 72.16
田伏農村集落センター 1,122 880 78.43
市立第二保育所 1,013 733 72.36
柏崎コミュニティセンター 466 368 78.97
岩坪農村集落センター 567 410 72.31
志士庫地区第二公民館 810 613 75.68
市立志士庫小学校 783 627 80.08
市立宍倉小学校 846 591 69.86
鹿野山公民館 1,450 875 60.34

計 36,239 24,534 67.70 （得票順・敬称略）

候 補 者 名 得票数・新現の別
当 古

ふ る か わ

川 誠
せ い い ち

一 1,824 新

当 加
か こ

固 豊
と よ は る

治 1,755 新

当 佐
さ と う

藤 文
ふ み お

雄 1,516 現

当 小
こ ざ の

座野 定
さ だ の ぶ

信 1,262 現

当 矢
や ぐ ち

口 榮
え い ぞ う

造 1,253.947 現

当 桂
か つ ら ぎ

木 庸
つ ね お

雄 1,234 現

当 古
ふ る は し

橋 智
と も き

樹 1,216 新

当 關
せき

利
と し お

夫 1,209 現

当 井
い さ か

坂 悦
え つ し

司 1,205 新

当 中
な か ね

根 光
み つ お

男 1,108 現

当 小
こ ま つ ざ き

松﨑 誠
まこと 1,083 新

当 藤
ふ じ い

井 裕
ゆ う い ち

一 1,054 現

当 山
や ま う ち

内 庄
し ょ う べ え

兵衛 990 現

当 矢
や ぐ ち

口 龍
り ゅ う じ ん

人 912.052 現

当 鈴
す ず き

木 良
よ し み ち

道 841 現

当 和
わ だ

田 正
ま さ み

美 837 現

当 栗
く り や ま

山 千
ち か つ

勝 834 現

当 石
い し い

井 幸
ゆ き お

雄 830 現

当 廣
ひ ろ せ

瀬 義
よ し あ き

彰 785 現

当 圓
えんじ ょ う じ

城寺 正
ま さ み ち

道 762 現

塚
つ か だ

田 安
や す じ

治 683 現

國
こ く し

司 光
み つ ふ み

文 556 現

大
お お く ぼ

久保 豊
ゆたか 551 現

文

�

確
定
申
告
の
住
宅
取
得
控
除
を
受
け
る

た
め
に
建
物
の
登
記
簿
謄
本
が
必
要
と

い
わ
れ
ま
し
た
が
？

不
動
産
の
地
番
や
所
有
者
な
ど
を
確
認

す
る
の
に
必
要
で
す
の
で
、
法
務
局
で

請
求
し
て
く
だ
さ
い

　

住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
て
マ
イ

ホ
ー
ム
を
新
築
、
購
入
、
増
改
築
な
ど

を
し
た
と
き
に
は
、
一
定
の
要
件
に
当

て
は
ま
れ
ば
、
所
得
税
の
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
確
定
申

告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

確
定
申
告
の
際
に
は
、
住
民
票
、
住

宅
取
得
資
金
借
入
金
の
年
末
残
高
等
証

明
書
そ
の
他
の
添
付
書
類
が
必
要
で
す

が
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
に
建
物
の
登
記

事
項
証
明
書（
い
わ
ゆ
る
登
記
簿
謄
本
）

が
あ
り
ま
す
。登
記
事
項
証
明
書
と
は
、

不
動
産
の
物
理
的
現
況
（
所
在
、地
番
、

種
類
、床
面
積
な
ど
）
と
権
利
関
係
（
誰

が
所
有
者
か
、
担
保
に
入
っ
て
い
る
の

か
な
ど
）
に
つ
い
て
公
的
な
証
明
を
し

た
書
類
で
、
不
動
産
の
状
況
を
確
認
す

る
手
段
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

登
記
事
項
証
明
書
は
、
法
務
局
で

交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
法
務
局
に
備

え
付
け
て
あ
る
登
記
事
項
証
明
書
申
請

書
（
不
動
産
用
）
に
住
所
、
氏
名
、
目

的
の
建
物
の
所
在
地
番
お
よ
び
家
屋
番

号
、
請
求
す
る
登
記
事
項
証
明
書
の
種

類
、
請
求
通
数
を
記
入
の
う
え
、
手
数

料
金
額
相
当
の
登
記
印
紙
を
貼
り
請
求

し
ま
す
。
請
求
に
、
印
鑑
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

◆
法
務
局
窓
口
取
扱
時
間

　
　

八
時
三
十
分
〜
十
七
時
十
五
分

土
地
や
建
物
の
権
利
証
が
発
行
さ
れ

な
く
な
る
と
聞
い
た
の
で
す
が
・
・
？

オ
ン
ラ
イ
ン
指
定
庁
で
は
、
権
利
証

の
代
わ
り
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
数

字
の
組
み
合
わ
せ
で
で
き
た
「
登
記

識
別
情
報
」
を
所
有
者
に
通
知
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た

　
「
権
利
証
」
は
、
土
地
や
建
物
の
所

有
者
が
確
か
に
そ
の
人
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
証
明
す
る
書
面
で
、「
登
記

済
証
」
と
も
い
い
、
広
く
取
引
に
お

い
て
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

売
買
や
相
続
な
ど
に
よ
っ
て
所
有

者
が
替
わ
っ
た
場
合
に
、
そ
の
登
記

の
完
了
後
、
登
記
が
完
了
し
た
証
明

と
し
て
法
務
局
が
新
し
い
所
有
者
に

交
付
し
ま
す
。
そ
の
後
、
さ
ら
に
所

有
権
が
移
転
す
る
場
合
や
不
動
産
を

担
保
に
し
て
抵
当
権
の
設
定
な
ど
の

登
記
の
申
請
の
際
に
は
、
登
記
義
務

者
と
な
る
所
有
者
の
真
正
を
担
保
す

る
た
め
権
利
証
（
登
記
済
証
）
を
法
務

局
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
不
動
産
登
記
法
附
則
六
条
の

法
務
大
臣
の
指
定
を
受
け
た
法
務
局

（
オ
ン
ラ
イ
ン
指
定
庁
）
で
は
、
不
動

産
登
記
の
申
請
を
書
面
で
は
な
く
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。【
土

浦
支
局
、
石
岡
支
局
と
も
オ
ン
ラ
イ
ン

指
定
庁
に
な
っ
て
い
ま
す
。】

　

登
記
を
完
了
し
た
証
明
も
、
書
面
で

は
な
く
オ
ン
ラ
イ
ン
で
法
務
局
か
ら
申

請
人
本
人
に
返
信
さ
れ
ま
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
指
定
庁
で
は
、
権
利
証

の
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
こ
れ
に
変
わ
る

証
明
書
と
し
て
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と

数
字
の
組
み
合
わ
せ
で
で
き
た
「
登
記

識
別
情
報
」
が
新
た
に
土
地･

建
物
の

所
有
者
と
な
る
申
請
人
に
通
知
さ
れ
ま

す
。

　

こ
の
取
扱
い
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
指
定

庁
に
書
面
に
よ
っ
て
申
請
し
た
場
合
も

同
様
で
す
。

　

現
在
お
手
持
ち
の
権
利
証
は
、
今
後

の
所
有
権
移
転
や
抵
当
権
設
定
な
ど
の

登
記
を
申
請
す
る
際
に
は
こ
れ
ま
で
ど

お
り
法
務
局
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
し
て
、
登
記
完
了
後
は
そ
の

ま
ま
お
返
し
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
権
利
証
を
紛
失
し
て
し
ま
っ

た
場
合
も
再
発
行
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

◆
問
合
せ
先

土
浦
支
局　

　

☎
〇
二
九
‐
八
二
一
‐
〇
七
九
二

石
岡
支
局

　

☎
〇
二
九
九
‐
二
七
‐
〇
六
七
一

手
数
料

・
一
通
当
た
り
千
円

・ 

一
通
の
枚
数
が
十
枚
を
超
え
る

場
合
、
そ
の
超
え
る
枚
数
五
枚

ま
で
ご
と
に
二
百
円
を
加
算

土
地
・
建
物
の
疑
問

土
地
・
建
物
の
疑
問

法
務
局
が
解
決
！

法
務
局
が
解
決
！

広報かすみがうら
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ま ち の お 知 ら せ ま ち の お 知 ら せ

★水産庁長官賞
★東京都知事賞

　茨城県水産製品品評会で、小沼水
産の「くるみ小女子」が霞ヶ浦北浦部
門で水産庁長官賞を受賞しました。
　また、全国水産加工品総合品質審査
会において、「しらす紅梅煮」が、東
京都知事賞を受賞しました。

小沼水産
代表

小沼秀雄さん
（田　伏）

★県知事賞

中村義夫さん
（牛　渡）

★瑞宝小綬章

　浜野さんは、38年間県立高校や県教
育委員会事務局にて教育の指導をされ
た功労が認められ、受賞されました。

浜野明美さん
（宍　倉）
元龍ヶ崎第一
高等学校長

★瑞宝双光章

　折本さんは、40 年間教員として教育
の指導をされた功労が認められ、　88歳
を機に授与される高齢者叙勲を受賞され
ました。

折本豊四さん
（宍　倉）
元出島村立
佐賀小学校長

★瑞宝単光章

　久賀さんは、36 年間自衛隊准空尉と
して、自国の防衛に努めた功労が認めら
れ受賞されました。

久賀教明さん
（下稲吉）
元准空尉

叙
勲
表
彰

水
産
製
品品

評
会

　茨城県水産製品品評会で、中村義夫
さんの「はぜ佃煮」が霞ヶ浦北浦部門
で県知事賞を受賞しました。
　中村さんは、ご自身で漁をしながら、
水産加工品作りに取り組んでいます。

市町村出納窓口における
県税収納の廃止

　４月１日から、かすみがうら市においても、
県税の収納ができなくなります。
　最寄りの銀行、信用金庫、農業協同組合など
の金融機関、郵便局または県税事務所窓口でお
納めください。
　また、県税の納付場所の確保のため、自動車
税については５月に送付される納税通知書から
コンビニエンスストアでの納税ができることに
なりますのでご利用ください。（取り扱いがで
きるコンビニエンスストアは、納税通知書の裏
面に記載があります）
◆問合せ先
　県総務部税務課　　☎ 029-301-2429
　県土浦県税事務所　☎ 029-822-7203

下水道料金を認定人数で算出して
いる方（井戸水使用者）へ

　出生・一部転出などで世帯人数に変更があっ
た場合は、世帯員変更届が必要です。事実が発
生した時に提出してください。また、住民登録
をしていても介護施設に入所している場合や、
学生などで在宅でない場合は、確認できる書類
を添付して申請してください。
◆問合せ先　下水道課　☎内線 1126

4 月から資源ごみ収集日が変更
（千代田地区Bのみ）

　4月から、七会地区（6号国道、土浦･千代田
工業団地より西側）、千代田ハウス～大塚団地
～逆西 11区周辺地区、稲吉南一丁目～三丁目
地区の資源ゴミの収集日が変わります。

国保税のお支払は済んでいますか？

国民健康保険短期被保険者証の更新と納税相談を開設します

短期被保険者証の更新にかかる納税相談を実施しますので、受付期間内にお越しください。

3月 1日～7日は
春の火災予防運動実施期間です

全国で火災による死者数（平成１７年中）　

死者数合計 2,195 人

うち建物火災による死者数 1,611 人

うち住宅火災での死者数 1,432 人

　火災による死者数の 6割以上は、住宅火災に
よるものです。市の火災予防条例で平成 18年
6月 1日以前に建築された住宅は、平成 23年
５月 31日までに、平成 18年 6月 1日以降に
建築された住宅はすでに火災警報器の設置が義
務づけられています。今後、更なる住宅火災を
未然に防ぐためにも、早期の設置をお願いいた
します。
　なお、消防署員や電力会社員をかたる悪徳業
者が不適正な価格で火災警報器の販売や設置を
行ない、被害に遭われた方が多数います。不審
に思ったら問合わせください。
◆問合せ先
　住宅用火災警報器相談室 ☎ 0120-565-911
　（月～金 9:00 ～ 17:00）
　消防本部予防課･西消防署☎ 0299-59-5111
　　　　　　　　 東消防署☎ 029-897-0119

ペットボトル、雑
誌、紙パック、そ
の他紙、古布

プラスチック、新
聞紙、段ボール

現　  在 第 2 第 4   木曜日 第２第４   土曜日

4 月から 第 2 第 4 水曜日 第２第４ 木曜日

種  類

時  期

膠
こうげんびょう

原病講演会を開催します

◆日　時　3月 29日（木）14:00 ～
◆場　所　土浦保健所　2階会議室
◆テーマ　 「膠原病の病態と日常生活における

予防について」
◆講　師　なるしま内科医院院長  成島勝彦先生
◆対象者　患者・家族など約 50人
◆申込方法　 3 月 15日（木）までに電話で申

し込みください
◆申込先　土浦保健所　☎ 029-821-5516

◆場　　所　千代田庁舎防災センター２階　研修室
　　　　　　および　霞ヶ浦庁舎国保年金課内　（※どちらの庁舎でも、相談できます。）
◆問合せ先　国保年金課（霞ヶ浦庁舎内）　☎内線 2327・2328

日　　　時
該　当　地　区　割

霞ヶ浦地区 千代田地区
３月２２日（木） 9:00 ～ 19:00 美　並 志筑・佐谷・下稲吉
３月２３日（金） 9:00 ～ 19:00 志士庫 下稲吉
３月２４日（土） 9:00 ～ 17:00 市　内　全　域
３月２５日（日） 9:00 ～ 17:00 市　内　全　域
３月２６日（月） 9:00 ～ 19:00 志士庫 新治・稲吉一～五丁目
３月２７日（火） 9:00 ～ 19:00 牛渡・佐賀 上稲吉・稲吉南一～三丁目
３月２８日（水） 9:00 ～ 19:00 下大津・安食 稲吉東一～六丁目
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お 知 ら せ

茨城県南部障害者雇用支援センター
訓練生を随時募集中

　障害がある方で、今までに働いた経験のない方
や、働いても職場定着が困難な方、または職場に
なじめないなどの悩みを抱え「障害があっても働
きたい」と願う意欲的な方を応援し、職場定着に
向け職業準備訓練、相談、援助を行ないます。
◆問合せ先
茨城県南部障害者雇用支援センター
土浦市真鍋新町 1-14
☎ 029-827-1104    ＦＡＸ029-827-1105

住宅リフォームの相談は
"住宅耐震・リフォームアドバイザー”へ

　県では、住宅リフォーム全般に習熟した建築
士を養成し、"住宅耐震・リフォームアドバイザー
"として登録名簿を公表していますので、住まい
の耐震改修や防犯対策、バリアフリーなどのリ
フォームを検討されている方は、ご活用ください。
　また、現地相談（調査）を希望される方には、
（社）茨城県建築士事務所協会にて、ご近所のリ
フォームアドバイザーの派遣事業（有料）を行な
いますので、併せてご利用ください。
◆問合せ先
　県土木部都市局住宅課
　民間住宅・住宅指導担当　☎ 029-301-4759
　（社）茨城県建築士事務所協会
　☎ 029-305-7771

県高齢者はつらつ百人委員を募集
（任期：4月～平成21年3月まで）

　高齢者自らが地域の高齢者を対象に生きがいづ
くりに関する事業を企画・実施してみませんか？
◆応募資格　県内に住む概ね 60歳以上の方
　　　　　　（地方公共団体の長および議員外）
◆ 応募方法　はがきに住所・氏名（フリガナ）・
年齢・性別・電話番号と「応募の動機など（200
字程度）」を明記し、3月 15日（木）までに
送付ください。

◆申込・問合せ先　茨城県社会福祉協議会
　〒 310-8586　水戸市千波町 1918
　☎ 029-243-8989　ＦＡＸ029-244-4652

茨城県が就職までをサポートします！
　県では、若者や中高年の方などに、きめ細
かな就職支援として「いばらき就職支援セン
ター」を開設しています。
◆ サービス内容
　 アドバイス、内職紹介、あっせん、求職者
の興味・関心・志向診断、悩み相談など

◆相談時間　平日　9:00 ～ 12:00
　　　　　　　　 13:00 ～ 16:00
◆開設場所および電話での問合せ先
　土浦合同庁舎 3階　土浦市真鍋 5-17-26
　○就職相談、職業紹介、内職相談
　　　　　　　　　　☎ 029-825-3410
　○若者の仕事探し　☎ 029-825-2822

土浦合同庁舎　ダイヤルインに
4月1日から完全移行

　土浦合同庁舎への問合わせなどは、これまで
代表電話番号を利用いただいていましたが、4
月 1日からは、ダイヤルイン番号（各機関の
担当部署へ直通）のみになります。
◆問合せ先　県南地方総合事務所総務課
　　　　　　　　　　　　☎ 029-822-7010
　（電話番号の詳細）県南地方総合事務所HP
　http://www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/　
　sogo/kennan/nansouindex.htm

育児・介護・家事代行サービスは
フレーフレー・テレフォンへ

★ 育児情報＝公立・私立保育所、認可外保育施
設、幼稚園、ベビーシッターなど

★ 介護情報＝介護サービスを提供する施設、介
護をサポートしてくれる人など

★家事代行情報＝家政婦（夫）紹介所など
◆相談日・時間
　月曜～金曜日（祝祭日、年末年始を除く）
　9:30 ～ 16:30
◆問合せ先
　（財）21世紀職業財団　茨城事務所
　フレーフレー・テレフォン
　　　　　　　　　　　　☎ 029-226-2020
　フレーフレーネット　http://www.2020net.jp

ま ち の お 知 ら せ

国民年金 news
公的年金などの源泉徴収票が交付されます
◎老齢年金の受給者に
　公的年金の支払い者（社会保険庁・各共
済組合）は、所得税が老齢基礎年金などか
ら源泉徴収されたか否かにかかわらず、老
齢年金などを受けている方々全員に「公的
年金等の源泉徴収票」を作成し、1月 31 日
までに交付することになっています。ただ
し、障害年金、遺族年金は課税対象となら
ないので、源泉徴収票は送付していません。

◎    確定申告に添付が必要
　 　二つ以上の年金の支払い者に扶養親族等申
告書を提出している方や、年金以外に給与な
どの所得がある方、または公的年金などの雑
所得の合計額が各種所得控除の合計額を超え
る方などは、確定申告の際に添付書類として

必要となりますので大切に保管してください。
　 　社会保険庁では、万一源泉徴収票を紛失さ
れた場合や未着の場合などに対応するため、
「ねんきんダイヤル」において源泉徴収票の
再交付の受付を行なっています。
　◦ねんきんダイヤル　☎ 0570-07-1165
　　　　　8:30 ～ 17:15（土、日、祝日を除く）
◎ 所得税法が改正に
　 　平成 18年の所得税法の改正により、扶養
親族等申告書を提出した方の源泉徴収税率が
10％から 5％に改正されました。また、定
率減税は廃止されました。
◆問合せ先
　土浦社会保険事務所　☎ 029-824-7169
　国保年金課　　　　　☎市役所内線 2329

１回2万円の
実寸大広告枠

１回1万円の
実寸大広告枠

広報「かすみがうら」へ広告を掲載しませんか！
市では平成 19年 5月から広報「かすみがうら」への有料広告を掲載します。
広告掲載は、地域産業の活性化などを目的としたもので、広告費は、市報発行費用の一部にあて
られます。
広報誌は、毎月全世帯に配布されますので、ぜひ、ご応募ください。
◆対象　市内または、土浦市、石岡市、小美玉市、行方市に住所または事業所などを有する方
◆掲載号　平成 19年 5月号～平成 20年 3月号
◆広告料（１回掲載につき）　　
　　　　　　半枠 2色（45ｍｍ×　86ｍｍ）　10,000 円
　　　　　　全枠 2色（45ｍｍ× 177ｍｍ）　20,000 円
◆募集数　1号あたり半枠で 8件
◆申込方法　▼広告掲載の申し込みは、3月 12日（月）から受け付けます
　　　　　　　＊掲載希望号（毎月 20日発行）の 50日前までに申し込みください
　　　　　　　＊広告掲載枠には制限があり申し込み順となります
　  申込書（所定の申込書）と広告原稿を、広聴広報課窓口で申し込んでください
　＊ 申込書は公共施設（千代田庁舎=広聴広報課、霞ヶ浦庁舎＝霞ヶ浦庁舎総務課）に設置して

あります。また、市ホームページからもダウンロードできます
◆申込・問合せ先　広聴広報課　☎内線 1167・1168
■ 注意事項　原稿は返却しない／次の①～⑧は掲載不可　①公共性、公益性を損なうもの②法令
などに違反するもの③公の秩序または善良の風俗に反するもの④政治活動または宗教活動に関
するもの⑥個人もしくは団体などの意見広告または宣伝に関するもの⑦詐欺的なもの⑧市長が
適当でないと認めるもの

8
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千代田庁舎　☎ 0299（59）2111
霞ヶ浦庁舎　☎ 029（897）1111
※ どちらへダイヤルされても、同じ所につながり
ます。なお、各施設へは直通もあります。

３ 月
2007

1 木
【千】A可燃B不燃･カン

【霞】茶色ビン

2 金 霞保  １歳６カ月児健診（H17年 8月生）
　　　受付 13:00 ～ 13:20

【千】A不燃･カンB可燃

【霞】可燃

3 土 【霞】ペットボトル

4 日
環霞ヶ浦・北浦清掃大作戦
  《行政区で実施日が異なる場合有》
郷 古文書講座⑩（全10回）

5 月 千保  こころの相談（要予約）　13:30 ～ 15:30
【千】A可燃B茶色ビン

【霞】C可燃

6 火 千公  読み聞かせ会　16:00 ～
　　  ※会場は稲吉児童館

千保  3 歳児健診（H16年 2月生）受付 13:00 ～ 13:20
【千】A茶色ビンB可燃

【霞】D可燃

7 水
千保  2 歳児健診（H17年 3月生）受付 13:00 ～ 13:20
霞保  健康相談　9:00 ～ 16:00

【千】A粗大

【霞】不燃・カン

8 木 千保  にこにこ教室（要予約）　10:00 ～ 11:30
【千】A可燃Bペットボトル

【霞】無色ビン

9 金 千保  妊婦教室①（要予約）　13:30 ～ 16:00
【千】AプラスチックB可燃

【霞】可燃

10 土 図 “石のスープの会”のお話会
　 　14:00 ～　※市立図書館

【千】Bプラスチック

【霞】プラスチック

11 日 郷 霞ヶ浦学講座⑤ 13:30 ～
　　「江戸時代の志筑」

12 月
【千】A可燃B無色ビン

【霞】C可燃

13 火 子 育児相談　9:30 ～ 11:30
　  ※会場は大塚ふれあいセンター

霞保  5 カ月児健診（H18年 10月生）
　　  受付 13:00 ～ 13:20

【千】A無色ビンB可燃

【霞】D可燃

14 水 社協  心配ごと相談 13:30 ～ 16:00
　　  ※会場は働く女性の家

霞保  健康相談（栄養・歯科相談含む）　9:00 ～ 16:00
【千】Aペットボトル

【霞】不燃・カン

15 木
社 法律相談（要予約）13:30 ～ 16:30
　　※会場はあじさい館、予約は 3/1 ～
農委  農地相談日（予定、要予約）　
　　14:00 ～ 16:00

千保  妊婦教室②（要予約）　9:30 ～ 15:00
【千】A可燃B不燃･カン

【霞】その他ビン

16 金 霞保  １歳児健診（H18年 3月生）受付 13:00 ～ 13:20
【千】A不燃･カンB可燃

【霞】可燃

17 土 【霞】ペットボトル

18 日

19 月
【千】A可燃B茶色ビン

【霞】C可燃

20 火 千公  読み聞かせ会　16:00 ～
　　  ※会場は大塚児童館

【千】A茶色ビンB可燃

【霞】D可燃

21 水

22 木 千保  にこにこ教室（要予約）　10:00 ～ 11:30
【千】A可燃Bペットボトル

【霞】粗大ごみ

23 金
【千】AプラスチックB可燃

【霞】可燃

24 土 雪 植物観察④　9:30 ～ 11:30 千保  妊婦教室③（要予約）　9:30 ～ 12:00
【千】Bプラスチック

【霞】プラスチック

25 日 雪 昆虫観察④　9:30 ～ 11:30

26 月 農委  農業委員会総会　14:00 ～
【千】A可燃 Bその他ビン

【霞】C可燃

27 火 千公  読み聞かせ会　16:00 ～
　　※会場は新治児童館

【千】Aその他ビン B可燃

【霞】D可燃

28 水 社協  心配ごと相談 13:30 ～ 16:00
　　※会場はあじさい館

霞保  健康相談（栄養・歯科相談含む）　9:00 ～ 16:00
【千】Aペットボトル

【霞】不燃・カン

29 木 【千】A可燃B不燃･カン

30 金
【千】A不燃･カンB可燃

【霞】可燃

31 土

日 曜 行　　事　・　催　　し 保　健　予　防　関　連 ご　み　の　収　集 日 曜 行　　事　・　催　　し　 予　防　接　種　・　健　診　な　ど ご　み　の　収　集

さざなみ通信ガイド
自主番組 3ch 午後7：30～

3月　1日～　8日
3月　9日～15日
3月16日～23日
3月24日～31日

MUSIC  TIME  CAPSULE
朗読かすみがうら
Disney　リトル･マーメイド
日本の民謡

今月の納付納入
保育料 3月分・上下水道料 3月分

A＝志筑・新治・稲吉一丁目～五丁目・稲吉東一丁目～六丁目・角来　　B＝七会・千代田ハウス～大塚団地～逆西 11区周辺・稲吉南一丁目～三丁目　　C＝美並・佐賀・安飾地区　　D＝下大津・牛渡・志士庫地区

千保 ＝千代田保健センター ℡ 0299-59-3645 霞保 ＝霞ヶ浦保健センター ℡ 029-898-2312
＝図書館 ℡ 029-897-0647図

社協 ＝社会福祉協議会 ℡ 0299-59-5509
＝郷土資料館　℡029-896-0017郷千公 ＝千代田公民館 ℡ 0299-59-5252 社＝社会福祉課＝子ども福祉課子 農委 ＝農業委員会事務局

＝雪入ふれあいの里公園 ℡ 0299-59-7000雪

ごみの収集＝環境保全課

【霞】＝霞ヶ浦全地区
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KSC（かすみがうら市総合型クラブ）主催

ま ち の お 知 ら せ

新刊図書案内
≪市立図書館千代田分館≫≪市立図書館本館≫

【一般書】「ウィーンわが夢の町」「愛からの出発 
私が生きる」「山本勘助のすべて」「決戦川中島」「血
涙」「はじめての豆盆栽」「貧困の光景」「炊飯器
10倍活用レシピ」「発達障害だって大丈夫」ほか
【児童書】「とびねこヘンリー」「生麦生米生卵」「365
まいにちペンギン」「まるいねまるいぬ」「むらさ
きの妖精ヘザー」「アグリーズ」ほか

「ひとりぼっちの私が市長に
なった！」　草間吉夫
生後3日で乳児院に預けられ、
高校までを児童養護施設で
育った青年が、社会の偏見や
無知を乗り越えて高萩市長に
当選。血縁に薄くとも他人の
縁に恵まれた半生をつづる。

【一般書】「東京公園」「竜巻ガール」「ナイチンゲ
ールの沈黙」「野菜の時代」「養老院より大学院」「こ
どもの心は飢えている」「ウソが9割健康TV」「お
菓子な物語」「サクラ」ほか
【児童書】「コドモであり続けるためのスキル」「ネ
コの大常識」「１４歳の君へ」「頭がよくなるなぞな
ぞ」「幸せになるなぞなぞ」「水俣の赤い海」ほか

「春休み映画の日」のお知らせ
《主催 :霞ヶ浦公民館、協賛 :社会福祉協議会》
◆日時　3月 24日（土）
◆場所　あじさい館　視聴覚室
◆上映時間・内容（入場無料）
　 ▼ 　9:30 ～「森のリトルギャング」84分
　 ▼ 12:30 ～「子ぎつねヘレン」　　108分
　 ▼ 15:30 ～「タイヨウのうた」　　119分
　 ▼ 18:30 ～「デイジー」　　　　　125分
＊ 各映画とも先着 100 人で締め切りますの
でお早めにお越しください。（駐車場は
霞ヶ浦保健センターをご利用ください。）
◆問合せ先　霞ヶ浦公民館　☎内線 3011

文化協会からのお知らせ

季節のお菓子でお茶をどうぞ！
　千代田地区茶道連合
会では第20回「季節の
お菓子でお茶をどうぞ」
の茶席を開催します。
　お気軽にご参加くだ
さい。

◆日時　3月 3日（土）13:00 ～ 16:00
◆場所　働く女性の家　1階和室
◆茶券　300円
◆問合せ先
　千代田地区茶道連合会　茶席担当
 久保田幸子　☎ 029-831-6766

第 2回かすみがうら市長杯
ミニバスケットボール大会
期日　12月 23日
場所　 下稲吉東小学校（男子）千代田中

学校（女子）
成績　 ≪男子の部≫㊝土浦小ミニバス②

真鍋ミニバス③下稲吉東小MBC、
向台ミニバス

　　　 ≪女子の部≫㊝かすみがうら南 J
ラビッツ②千代田ティンカーズ③
真鍋ミニバス・石岡スーパーモン
キーズ

「裏
う ら だ な

店ものがたり」 全六場
《「はつらつ一座」第 1回旗揚げ公演》

◆日時　3月 31日（土）
◆場所 　県南生涯学習センター 5階
◆昼公演　13:30 開演（13:00 開場）
　前　座　和太鼓演奏　ふじ太鼓連中
　夜公演　16:30 開演（16:00 開場）
◆定　員　
　昼夜各公演 500人
　（入場無料）
◆  問合せ先
　佐藤洋子（座長）　
　☎ 029-847-6958

かすみがうら市バスケットボール大会
期日　12月 23日
場所　 南中学校（男子）体育センター（女子）
成績　 ≪男子の部≫㊝園部中学校②下稲

吉中学校③府中中学校、土浦第五
中学校

　　　 ≪女子の部≫㊝朝日中学校②下稲吉
中学校③千代田中学校、園部中学校

第15回ＪＯＣジュニアオリンピックカッ
プ 2006 ハンドボール大会

全国第 3位
元木博紀（千代田中）
12 月 24 日～ 27日
に大阪府堺市で行な
われた大会で、茨城
県選抜チームの一員
として貢献しました。

図書館の対面朗読室をご利用ください！

「大人が絵本に涙する時」
　　　　　　　　柳田邦男
「大人こそ絵本を読もう」と
呼びかけ始めて７年。絵本は、
生きるうえで大事なものに深
く気づかせてくれる。80冊の
お薦め絵本が満載、柳田式「座
右に置く絵本」のすすめ。

かすみがうら市立図書館内に「対面朗読室」
があるのをご存知でしょうか！
　こちらの部屋では、朗読ボランティア（せ
せらぎ）が本や雑誌などを“あなた”に朗読
します。希望される方は、お気軽に図書館ま
でご連絡ください。

「せせらぎ」は図書館の朗読講座を受講後，
平成 12 年 6 月にボランティアとして発足。
視覚に障害のある方や寝たきり高齢者への録
音テープの貸し出し、老人ホームでの朗読会
などを熱心に行なっている団体です。
◆問合せ先　図書館　☎内線 3025

第２回かすみがうら少年サッカー大会
期日　1月 7日・８日
場所　わかぐり運動公園
参加数　16チーム
成績　 ㊝吉沼FCプリマーリオ（つくば市）

②中根FC（牛久市）③FC石岡（石
岡市）敢闘賞 千代田SS（かすみが
うら市）

ソフトスポーツを楽しもう！
バドミントン・卓球・ソフトバレー・ダーツなど
◆日時・会場
　・ 3 月 11日（日）　千代田B＆G海洋センター
　・3月 25日（日 )　市体育センター
　 いずれも 9時～ 12時
◆参加費
　200円、中学生以下 100円（保険料含）

コミュニケーション講演会
◆日時・会場（参加費無料）　あじさい館
　・ 3 月 13日（火）19:00 ～ 20:00　
◆演題　「心を伝えるコミュニケーション」
◆講師　沼尻克枝（流通経済大学非常勤講師）

＝申込・問合せ先＝
 ・KSC西部事務所 大和 ☎ 0299-59-2584
 ・KSC東部事務所 高田 ☎ 029-897-0722
 ・スポーツ振興課  唯

ゆ い ね

根 ☎内線 3029

Ｂ＆Ｇ卓球大会参加者募集！
◆日時　3月 18日（日）午前 9時開会
◆会場　Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館
◆参加資格　市内在住、在勤、在学の者　
◆申込締切　3月 8日（木）
◆ 申込先　スポーツ振興課，わかぐり運動公園，
第１常陸野公園管理事務所にある申込書にて
お申し込み下さい。
◆問合せ先　スポーツ振興課　☎内線 3029
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1月20日に行なわれた市
議会議員選挙の投票率は？
①67.7％
② 72.3％
③ 85.0％

市内の学校給食で100％
地産地消の材料は？
①レンコン
②米
③大根

飯田吉英が、日本人とし
て初めて作ったとされる
食べ物は？
①ソーセージ
②ハム
③ハンバーガー

Q3

◆応募方法…はがきの裏面に答え、表面
に住所、氏名、年齢を明記して応募し
てください。

◆賞品…正解者の中から、抽選で図書カー
ドを贈ります。（※発表は商品の発送を
もって代えさせていただきます。）

◆あて先…〒 315-8512　
　　かすみがうら市上土田 461
　　広聴広報課「広報クイズ 2月号」係
◆応募締め切り…3月 6日（火）（必着）

　この「広報かすみがうら」を読んでお
答えください。応募方法は下記のとおり
です。

第22回◆先月の答え…
　Q1②　Q2②　Q3②

Q2

Q1

日 時 内 容 場 所 対 象 予約受付

3月 5日（月）
10:00 ～ 11:30

《プラバンでキーホルダーをつく
ろう》  ・持参品…飲み物

わかぐり　
　保育所

１歳～就学前
児・保護者

3月 1日
～ 3月 2日

3月 15日（木）
10:00 ～ 11:30

《ベビィビクス》
赤ちゃんマッサージと親子エクサ
サイズ 
 ・持参品…飲み物、バスタオル

勤労青少年
　   ホーム

2 カ月～ハイ
ハイ前の乳児
とその保護者

3月 6日
～ 3月 7日

3月 22 日（木）
10:00 ～ 11:30

《広いお庭であそぼう》
  ・持参品…飲み物

第一保育所
0歳～就学前
児・保護者

3月 14日
～ 3月 15日

◆問合せ先　ちよだ地域子育て支援センター（勤労青少年ホーム内）　☎ 029-831-5896
　　　　　　霞ヶ浦地域子育て支援センター（第一保育所内）　　　　☎ 029-897-0345

市子育て支援センターでは、皆さんの子育てを支援しています。
楽しい遊びの場・仲間づくりの場・相談の場としてご利用ください。

子育てサロン
（あそび＆
　　おはなし）

ちよだ地域子育て支援センター　0歳児とその保護者対象 (予約不要 )
　毎週月～金曜日 (※月曜日は午前のみ )　9:30 ～ 11:30 ／ 13:30 ～ 16:00

霞ヶ浦地域子育て支援センター　0歳～未就学児とその保護者対象 (予約不要 ) 
毎週月～金曜日　9:30～ 11:30

戸
籍
の
ま
ど
ー
一
月
一
日
〜
三
十
一
日
届
出
分(

敬
称
略)

ー

(

申
請
に
よ
り
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。)

＜上巳の節供のはじまり＞ 
人形 （ひとがた） や人面墨書土器を使用した
罪や穢れを祓う慣習に、 ひなまつりの起源が・・。

＜ひなまつりの移り変わり＞
明治後期から平成 3 年の雛人形 10 セットを
展示。 犬を連れた女子人形などは見もの。

＜雛人形のいろいろ＞
 いろとりどりのつるし雛や押絵雛を飾る掛軸など１１
点を展示。 郷土資料館　☎ 029-896-0017

２月１０日（土）～３月２５日（日）
郷土資料館にて

かすみがうら市でも明治時代か

ら、 長女には人形を、 そして次

女以下には掛軸が用いられたと

される伝承があります。

今年もおかげ様で、 新たに 2 セ

ットの雛人形が集まりました。

かすみがうら市のひなまつり
ー郷土の年中行事―　

戸籍のまどでは、新生児と亡くなられた方の

氏名・大字などを掲載しておりますが、不正

使用や目的外使用防止の観点からホームペー

ジ上での掲載はいたしませんのでご了承くだ

さい。 
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凧
に
書
初
め
を
す
る
企
画
と
し

て
、
一
月
六
日
、
霞
ヶ
浦
公
民
館
主

催
の
「
新
春
書
初
め
大
会
」
を
あ
じ

さ
い
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
根
食
蓉よ
う
は波

先
生
（
宍

倉
）
を
迎
え
、
市
内
の
小
学
生
十
二

人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
書
き
上

げ
ま
し
た
。
毛
筆
は
三
年
生
か
ら

学
校
の
授
業
に
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
て
、
こ
の
日
は
、
特
別
に
冬
休
み

の
宿
題
も
先
生
に
指
導
を
受
け
て

い
ま
し
た
。
中
に
は
、
初
め
て
筆
を

持
っ
た
と
い
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
『
い
の
し
し
』
の

文
字
を
書
き
上
げ
る
小
学
校
一
年

生
の
児
童
も
い
ま
し
た
。

お正月の歳時をユニークに " 凧
たこ

に書初め”

今年もしっかり防災の心を "消防出初式”
　

市
消
防
出
初
式
が
、一
月
七
日
、

多
目
的
運
動
広
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
の
は
、
市
内
の
消
防

団
、
消
防
本
部
、
婦
人
防
火
ク
ラ

ブ
の
方
々
。
寒
空
の
中
、
式
を
見

に
来
た
家
族
連
れ
に
、
一
糸
乱
れ

ぬ
行
動
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
坪
井
市
長
の
人
員
、

服
装
な
ど
の
点
検
の
後
、
集
ま
っ

た
六
十
一
台
の
消
防
関
係
車
両
が

式
本
部
前
を
分
列
行
進
し
て
、
広

場
を
一
周
し
ま
し
た
。
ま
た
、
田

﨑
消
防
団
長
が
、
功
績
者
や
永
年

勤
続
者
な
ど
、
二
十
六
人
に
表
彰

状
を
伝
達
し
ま
し
た
。

　

一
月
十
三
日
、
千
代
田
公
民
館

主
催
の
手
づ
く
り
味
噌
講
座
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
十
八
人
が
参
加
し
、

味
噌
を
自
ら
の
手
で
作
り
ま
し

た
。
味
噌
は
、
①
塩
切
り
麹
②
煮

大
豆
の
か
く
は
ん
③
タ
ル
詰
め
④

熟
成
の
手
順
で
作
ら
れ
ま
す
。

　

女
性
参
加
者
は
「
今
ま
で
自
分

で
や
っ
て
は
い
た
が
、
う
ま
く
い

か
な
い
の
で
教
わ
り
に
来
ま
し

た
。」
と
積
極
的
。
ま
た
、
今
回

の
参
加
者
の
中
に
は
、
男
性
三
人

の
姿
も
。「
味
噌
づ
く
り
は
は
じ

め
て
で
す
が
こ
の
機
会
に
覚
え
た

い
」
と
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

自分だけの "味噌”の味づくり

"健康でいきいき”な生活を送ろう！
　

一
月
十
五
日
、
岩
坪
集
落
セ
ン
タ
ー

で
、
六
十
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
し
た
「
い

き
い
き
健
康
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、「
可
能
な
限
り
要
介
護
状

態
に
な
ら
ず
健
康
で
生
き
生
き
と
暮
ら
す
こ

と
」
を
目
的
に
、
市
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
〈
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
つ
く
ば
〉
が
実
施
。

　

こ
の
日
は
、
近
所
か
ら
三
十
二
人
が
、
参

加
。
身
体
測
定
で
体
の
健
康
状
態
を
確
認
し

た
後
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
に

よ
る
、
簡
単
に
で
き
る
転
倒
予
防
体
操
で
、

体
を
動
か
し
ま
し
た
。
ま
た
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
講
師
に
よ
る
消
費
者
問
題
の
講
演
会

も
実
施
さ
れ
、
悪
質
な
手
口
か
ら
身
を
守
る

方
法
を
学
び
ま
し
た
。

体脂肪計を使っての健康管理

　

一
月
十
八
〜
二
十
九
日
の
間
、

市
内
七
カ
所
の
保
育
所
は
、
つ
く

ば
国
際
短
期
大
学
の
保
育
科
か
ら

十
五
人
の
生
徒
を
保
育
実
習
生
と

し
て
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

第
一
保
育
所
で
は
坂
部
喬た
か
しさ
ん

と
鈴
木
亜
里
沙
さ
ん
が
実
習
を
受

け
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
と
元
気

い
っ
ぱ
い
に
活
動
し
て
い
る
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
男
性
の
保
育
士
が
少

な
い
中
、
坂
部
さ
ん
は
「
子
ど
も

が
大
好
き
な
の
で
是
非
保
育
士
に

な
り
た
い
！
」
と
将
来
の
夢
に
胸

を
高
め
て
い
ま
し
た
。

15人の大学生が市内で "保育実習”

みなお正月にちなんだ課題を書き上げたみなお正月にちなんだ課題を書き上げたみなお正月にちなんだ課題を書き上げたみなお正月にちなんだ課題を書き上げた

お散歩の間中も子どもたちは元気いっぱいお散歩の間中も子どもたちは元気いっぱい

　

一
月
二
十
七
日
、二
十
八
日
に
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
霞
ヶ
浦
ク
ラ
ブ
（
木
村
元

宣
理
事
長
）
主
催
、
市
教
育
委
員

会
、
出
島
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
後
援
の

の
「
２
０
０
７
青
少
年
チ
ャ
レ
ン

ジ
ス
キ
ー
in
猪
苗
代
」
が
、
福
島

県
猪
苗
代
リ
ゾ
ー
ト
ス
キ
ー
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
市
内
外
の
小
学
生

が
約
五
十
人
参
加
し
、
ス
キ
ー
の

上
達
を
目
指
す
と
共
に
、
お
互
い

の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
、
老
若
男
女
を
対

象
に
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
に
関
わ
る

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
青
少
年
の

健
全
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

猪苗代で "青少年スキー教室”を開催

総勢１２人のスキー講師とアシスタントが見守る中、総勢１２人のスキー講師とアシスタントが見守る中、
元気に滑り始める子どもたち
総勢１２人のスキー講師とアシスタントが見守る中、総勢１２人のスキー講師とアシスタントが見守る中、

消防本部や団員の点検をする坪井市長消防本部や団員の点検をする坪井市長

体脂肪計を使っての健康管理

力強く大豆を練りこむ男性の参加者
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歴
史
探
訪

初は
つ
み
そ
ら

御
空
青
の
き
は
だ
つ
筑
波
山

天
気
図
の
縦た
て
じ
ま縞
模
様
寒か
ん
に
入
る

寄
せ
植
ゑ
の
ひ
と
つ
に
加
へ
藪や
ぶ
こ
う
じ

柑
子

酒
樽
の
積
ま
れ
紅
梅
ふ
ふ
み
け
り

筒
抜
け
に
響
く
槌つ
ち
お
と音
冴
返
る

転
居
先
小
さ
く
貼
り
て
山
眠
る

い
つ
吾
に
あ
ら
ず
霜
夜
の
救
急
車

晴
天
を
鳶と
び
の
舞
ひ
を
り
春
隣

夭よ
う
せ
い逝の
王
の
棺
の
矢や

ぐ
る
ま
そ
う

車
草
添
え
し
王
妃
の
念ね

が
い
想
え
り

「
か
み
な
り
に
お
臍へ

そ
と
ら
れ
た
ら
ど
う
な
る
の
」
幼
の
真
顔
吾
に
問
い
く
る

我
が
庭
の
繁
み
に
群
る
る
蟋こ

お
ろ
ぎ蟀
の
音ね

に
つ
つ
ま
れ
て
今
寝
入
る
な
り

刈
田
吹
く
風
に
合
わ
せ
て
藁わ

ら
燃
や
す
又
来
年
の
実
り
多
か
れ
と

核
爆
弾
二
発
浴
び
し
も
忘
れ
果
て
核
保
有
論
議
為
す
は
あ
は
れ
ぞ

霜
踏
み
て
息こ子
の
出
勤
を
見
送
り
ぬ
見
上
ぐ
る
空
に
下
弦
の
月
浮
く

馬
齢
ま
た
一
つ
重
ね
て
漫
然
と
恙

つ
つ
がな
き
事
を
祈
る
新
年

同
郷
に
住
め
ど
見
知
ら
ぬ
男
を
み
な
短
歌
詠
む
故
に
知ち

き己
と
は
な
り
ぬ

可
憐
な
る
淡あ

わ
む
ら
さ
き
に
花
つ
け
て
か
た
く
り
咲
け
り
山
の
傾
り
に

（
上
土
田
）

（
稲
吉
東
）

（
稲
吉
南
）

（
上
土
田
）

（
牛
渡
下
郷
）

（
鹿
ノ
山
）

（
大
和
田
）

（
戸　

崎
）

（
稲
吉
東
）

（
下
土
田
）

（
稲
吉
東
）

（
粟　

田
）

（
有　

河
）

（
西
成
井
）

（
三
ツ
木
）

（
下
土
田
）

（
下
稲
吉
）

かすみがうら 

中
島
良
平

中
根
美
子

野
田
美
智
子

橋
本
と
し

大
塚
敬
三

小
室
貞
江

飯
島
ヒ
ロ
エ

矢

口

豊

小
野
清
子

飯
沼
礼
子

矢
口
三
郎

斎
藤
嘉
代

萩
原
初
枝

石
塚
文
子

折
本
ア
イ
子

車
田
き
み

小
松
崎
正
栄

郷土資 料館

飯 田 吉 英

短
歌

俳
句

　

そ
の
他
、今
年
度
は
補
助
事
業
と
し
て
、

ア
メ
リ
カ
ナ
マ
ズ
、
レ
ン
コ
ン
、
ナ
シ
、

サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
を
使
っ
た
料
理
を
給
食

の
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
、
子
ど
も
や
保
護
者

か
ら
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

■
農
業
体
験
学
習

　

市
内
小
学
校
で
は
、
関
係
機
関
の
協
力

を
も
ら
い
な
が
ら
、
総
合
的
な
学
習
の
時

間
な
ど
を
利
用
し
て
、
農
業
体
験
活
動
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
活
動
を
と
お
し
て
、
食
材
に
つ
い

て
の
理
解
が
深
ま
る
と
と
も
に
、
食
材
と

な
る
作
物
の
「
い
の
ち
」
に
関
わ
る
こ
と

で
、収
穫
の
喜
び
や
感
謝
の
気
持
ち
な
ど
、

豊
か
な
心
が
育
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

作
物
の
「
い
の
ち
」
と
向
き
合
い
、
自

分
た
ち
の
力
で
育
て
た
か
け
が
え
の
な
い

体
験
は
、
楽
し
い
思
い
出
と
と
も
に
、
将

来
に
わ
た
る
健
全
な
食
生
活
の
形
成
に
大

き
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

■
食
へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
に

　

市
内
の
す
べ
て
の
小
中
学
校
で
は
、
県

教
育
委
員
会
で
実
施
し
た
「
つ
く
ろ
う
料

理
コ
ン
テ
ス
ト
」、「
朝
ご
は
ん
を
食
べ
よ

う
ポ
ス
タ

ー
コ
ン
ク

ー
ル
」
に

積
極
的

に
取
り

組
み
、
す

ば
ら
し
い

成
果
を
収

め
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
き
っ
か
け
と

し
て
、
食
生
活
の
大
切
さ
を
改
め
て
認
識

し
、
す
べ
て
の
児
童
生
徒
が
『
朝
食
欠
食

ゼ
ロ
』
を
は
じ
め
と
し
た
食
生
活
の
課
題

を
改
善
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
期
待
し

た
い
も
の
で
す
。

か
す
み
が
う
ら
市
の
食
育

〜
子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
心
と
体
を
は
ぐ
く
む
た
め
に
〜

教育委員会
　

明
治
九
年
、（
一
八
七
六
）
飯
田

吉
英
は
、戸
崎
村
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

旧
帝
大
農
科
大
学
実
科
を
卒
業
後
、

陸
軍
砲
兵
中
尉
と
し
て
日
露
戦
争
に

参
加
。
凱
旋
後
、
イ
リ
ノ
イ
大
学
農

学
部
を
卒
え
、
マ
ス
タ
ー
オ
ブ
サ
イ

エ
ン
ス
の
学
位
を
得
て
帰
朝
し
、
農

商
務
省
の
技
師
と
な
り
ま
す
。
こ
の

技
師
の
時
代
に
畜
場
渋
谷
分
場
で
ソ

ー
セ
ー
ジ
・
ハ
ム
・
ベ
ー
コ
ン
な
ど

の
食
肉
加
工
研
究
を
し
ま
し
た
。

　

本
格
的
な
ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り
の
技

法
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
時
、
習
志

野
市
に
あ
っ
た
捕
虜
収
容
所
の
ド
イ

ツ
兵
か
ら
伝
え
ら
れ
た
と
い
わ
れ
ま

す
。
当
時
ソ
ー
セ
ー
ジ
は
日
本
人
の

食
文
化
に
は
な
く
、
森
田
岡
太
郎
と

い
う
第
一
回
遣
米
使
節
の
随
行
員
が

書
い
た
文
書
に
よ
る
と「
豚
の
油
煮
、

こ
と
の
ほ
か
味
よ
ろ
し
く
お
ぼ
ゆ
。」

と
あ
り
、
大
変
お
い
し
い
と
い
う
内

容
が
う
か
が
え
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
カ
ー
ル
・
ヤ
ー
ン

氏
（
ソ
ー
セ
ー
ジ
職
人
）
ら
五
人
の

ソ
ー
セ
ー
ジ
職
人
は
、
大
正
七
年(

一
九
一
八
年)

二
月
、
千
葉
県
習
志

野
市
に
新
設
さ
れ
た
農
商
務
省
畜
産

試
験
場
の
飯
田
技
師
の
求
め
に
応
じ

て
ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り
の
秘
伝
を
公
開

し
、
こ
の
技
術
は
農
商
務
省
の
講
習

会
を
通
じ
て
、
日
本
全
国
の
食
肉
加

工
業
者
に
伝
え
て
い
き
ま
し
た
。
飯

田
氏
は
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
日
本
人
と
し

て
最
初
に
作
っ
た
人
物
と
な
り
、
千

葉
県
習
志
野
市
は
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
製

造
発
祥
の
地
と
な
っ
た
の
で
す
。

そ
の
後
、
大
正
十
一
年
に
勲
五
等

瑞
宝
章
を
叙
し
、
大
正
十
三
年
に
試

験
場
を
退
官
、
そ
し
て
従
五
位
、
昭

和
三
年
に
は
高
等
官
三
等
を
陛
叙
さ

れ
ま
し
た
。
昭
和
五
十
年
に
は
、
百

歳
の
高
齢
を
迎
え
ん
と
し
て
惜
し
ま

れ
な
が
ら
没
し
ま
し
た
。

■
地
産
地
消

市
内
の
学
校
給
食
に
お
い
て
は
、
地
元

で
生
産
さ
れ
た
も
の
を
地
元
で
消
費
す
る

「
地
産
地
消
」
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
米
飯
給
食
に
お
い
て
は
、
本
市

特
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
米
を
百
パ
ー
セ
ン
ト

使
用
し
て
い
ま
す
。

■
食
の
指
導
の
充
実
の
た
め
に

　

現
在
、五
人
の
栄
養
士
が
中
心
と
な
り
、

担
任
の
教
師
と
連
携
し
な
が
ら
、
指
導
計

画
に
基
づ
き
、
食
育
の
よ
り
一
層
の
充
実

を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

二
月
に
は
、
美
並
小
学
校
で
担
任
、
栄

養
士
お
よ
び
レ
ン
コ
ン
生
産
者
の
協
力
に

よ
っ
て
二
年
生
を
対
象
に
生
産
者
の
思
い

を
伝
え
る
授
業
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
の
食
生
活
は
、
生
涯
に
わ
た
る
健
康
づ
く
り
の
基
礎
と
な

る
大
事
な
も
の
で
す
。
し
か
し
、
近
年
、
子
ど
も
た
ち
の
食
生
活
の
乱
れ
が
深
刻
化

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
か
す
み
が
う
ら
市
教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
生
徒
が
食
生
活
の
あ
り

方
に
つ
い
て
主
体
的
に
考
え
行
動
で
き
る
よ
う
、
市
内
の
す
べ
て
の
小
中
学
校
に
お

い
て
、
食
の
自
己
管
理
能
力
の
育
成
を
目
指
し
て
食
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　最優秀賞「わがやのハッピーセット」
志筑小学校六年 宮崎愛理　

優秀賞
下稲吉小学校二年 内田叶音     

サツマイモ掘りを体験

おいしいよ！アメリカナマズのフライを
使ったフィッシュバーガー

食べ物のふるさとを探そう！

か
す
み
が
う
ら
市
の
食
育

〜
子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
心
と
体
を
は
ぐ
く
む
た
め
に
〜
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分類：キリギリス科
市内で見られる時期：年中
体長：6㎝前後

せいぶつ館クビキリギス

分類：サケ科
全長：30～60cm
分布：本州、北海道、朝鮮半島など（市水族館で見られます）

　日本の淡水魚の中で最も標高の高いところにすむのがこの
イワナの仲間で、標高 2,300mまで生息が可能です。昔から
幻の魚として、釣り人の憧れの的。近年養殖が盛んに行なわ
れ、かつていなかった川でもイワナがとれるようになった反
面、自然形態への影響も懸念されています。

イワナ

緑色と褐色のものがいますが、赤味の強いものもいます。頭の
先はとがった円すい形で、口は赤く、水田やあぜや堤防の草原
などに住んでいます。5月頃から草や低木の上で「ジィー」と
続けて鳴きます。昆虫食で、成虫で越冬するので、冬季に見か
けることもあります。 ( 参考資料：動植物ガイド千代田の花・虫・鳥 )

かすみがうら市　テレホンガイド
官公署

かすみがうら市役所  0299（59）2111
029（897）1111

 fax   0299（59）2130
中央出張所  029（831）6399
宍倉出張所  029（832）3696

※市役所へのダイヤルについては上記のとおり２つあり、どちらにおかけになっても庁舎間は内線電話で転送されます。
電話連絡の際にはご自宅等と【同じ市外局番の番号】へかけられた方が、料金の負担が軽く済みますのでご利用ください。

県緊急医療情報システム　ＨＰアドレス　www.qq.pref.ibaraki.jp/　でもご覧になれます
休日診療所

3 月　休日緊急診療所 ( 外科 )
4 日 渡辺クリニック 0299-26-7633
11 日 関クリニック 0299-23-8300
18 日 友部整形外科 0299-26-2339
21 日 田中クリニック 0299-23-2288
25 日 滝田整形外科 0299-23-2071
受付時間　9:00 ～ 11:30 ／ 13:00 ～ 15:30
その他の《休日・夜間診療の医療機関》をお探しの方は
茨城県救急医療情報コントロールセンター　029-241-4199
市消防本部・西消防署　　　　　　0299-59-5111
　　　　　　東消防署　　　　　　029-897-0119

休日緊急診療所 ( 内科・小児科 )
石岡市緊急診療所 ( 石岡市医師会病院内 )
電話番号　0299-23-3515
受付時間　9:00 ～ 11:30 ／ 13:00 ～ 15:30
診療日　　4日・11日・18日・21日・25日
夜間緊急診療所 ( 内科・小児科 )
石岡市緊急診療所 ( 石岡市医師会病院内 )
電話番号　0299-23-3515
受付時間　19:00 ～ 22:30
診療日　　3日・4日･10日･11日･17日・18日・20日・

21日・24日・25日・31日

あじさい館  029（897）0511
千代田保健センター  0299（59）3645
霞ヶ浦保健センター  029（898）2312
教育委員会（美並地区公民館） 029（898）2016
水道課 (浄水場 ) 029（897）1346


